
伊
藤
高
雄

提
出

学
位
申
請
論
文

『
言
語
伝
承
文
化
論
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
と
要
旨

申
請
論
文
は
、
序
章
「
言
語
伝
承
文
化
論
」
の
内
容
と
目
的
、
第
一
部
折
口
信
夫
の
方
法

（
全
五
章
）、
第
二
部
こ
と
ば
遊
び
の
民
俗
学
（
全
五
章
）、
第
三
部
万
葉
び
と
の
言
語
伝
承
文

化
論
（
全
五
章
）、
終
章
本
研
究
の
概
要
と
課
題

か
ら
成
る
四
二
七
頁
の
論
文
で
あ
る
。

序
章
は
、
標
題
の
通
り
こ
の
論
文
の
課
題
を
述
べ
た
も
の
で
、
こ
こ
で
い
う
「
言
語
伝
承
」

と
は
、「『
方
言
』
を
は
じ
め
と
し
た
さ
さ
や
か
な
こ
と
ば
の
ピ
ー
ス
を
は
じ
め
、
こ
と
わ
ざ
か

ら
『
文
学
伝
承
』
ま
で
含
め
た
、
あ
る
独
特
の
型
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
『
非
文
学
』
か
ら

『
文
学
』
へ
と
展
開
さ
れ
る
中
に
内
包
さ
れ
た
言
語
運
用
の
民
俗
の
総
体
」
で
あ
る
と
、
そ
の
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概
念
を
規
定
す
る
。
そ
の
上
で
、
柳
田
國
男
と
折
口
信
夫
に
よ
る
、
日
本
各
地
に
伝
承
さ
れ
て

い
る
民
俗
的
な
事
象
を
指
し
示
す
「
こ
と
ば
」
の
解
析
に
よ
る
文
化
研
究
の
方
法
を
検
討
し
な

が
ら
、
自
ら
も
「
こ
と
ば
の
意
味
と
使
わ
れ
方
の
両
面
か
ら
日
本
文
化
の
特
性
や
深
層
を
再
発

見
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
」
と
す
る
。

第
一
部
「
折
口
信
夫
の
方
法
」
は
、
折
口
が
い
う
「
言
語
伝
承
」
論
の
根
柢
と
な
っ
て
い
る

「
こ
と
ば
（
言
語
）」
そ
の
も
の
の
捉
え
方
に
つ
い
て
論
じ
た
部
で
、
五
章
に
わ
た
っ
て
折
口

の
言
語
伝
承
論
に
関
す
る
方
法
論
を
検
討
す
る
。

第
一
章
「
折
口
信
夫
の
方
法
と
実
践
―
『
万
葉
集
』
の
こ
と
ば
と
伝
承
素
」
で
は
、
折
口
が

『
万
葉
集
』
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
こ
と
ば
」
を
理
解
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
的
な
立
場

を
と
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
解
析
し
、
読
み
取
ろ
う
と
し
た
の
か
を
折
口
の
論
述
か
ら
整

理
・
分
析
す
る
。
折
口
信
夫
の
言
語
認
識
の
方
向
性
に
は
、
柳
田
國
男
と
同
様
、
こ
と
ば
の
発

生
の
現
場
に
迫
ろ
う
と
す
る
遡
源
的
・
発
生
論
的
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
同
音
異
義
語
や
民
間
語
源
解
（
フ
ォ
ー
ク
・
エ
チ
モ
ロ
ジ
ー
）、
類
語
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や
反
対
語
を
も
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
民
俗
生
活
の
中
に
生
き
る
こ
と
ば
の
、
比
喩
や
ま
じ
な

い
（
感
染
呪
術
）
と
い
っ
た
対
象
へ
の
働
き
か
け
に
重
点
に
お
い
た
読
み
解
き
が
な
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
す
る
。

こ
う
し
た
折
口
の
方
法
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
章
で
は
木
簡
の
出
土
な
ど
で
脚
光
を
浴
び

た
「
安
積
香
山
の
歌
」
の
発
想
を
め
ぐ
っ
て
、
歌
こ
と
ば
に
伝
承
さ
れ
た
呪
祷
の
こ
と
ば
の
実

際
を
、
ア
サ
や
カ
ゲ
と
い
う
用
語
の
あ
り
方
か
ら
再
考
し
、
呪
祷
の
こ
と
ば
に
累
積
さ
れ
た

〈
伝
承
素
〉
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
、
言
語
伝
承
の
要
素
を
措
置
し
、
こ
と
ば
の
伝
承
と
創
造
の
仕

組
み
を
解
明
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
論
ず
る
。

第
二
章
「
ま
れ
び
と
と
異
族
―
国
文
学
の
発
生
」
は
、
折
口
語
彙
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も

つ
「
ま
れ
び
と
」
の
成
立
と
、「
ま
れ
び
と
」
論
の
形
成
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
折
口
の

「
ま
れ
び
と
」
論
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
折
口
が
師
柳
田
國
男
と
の
座
談
会
で
発
言
し
た
、
沖

縄
で
そ
の
内
容
を
読
ん
だ
と
い
う
台
湾
の
『
蕃
族
調
査
報
告
書
』
が
重
要
な
契
機
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
折
口
が
自
ら
発
言
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
章
で
は
、「
ま
れ
び
と
」
論
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形
成
の
直
接
的
な
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
可
能
性
を
『
蕃
族
調
査
報
告
書
』
の
排
彎
族
（
パ
イ
ワ
ン

族
）・
獅
設
族
（
サ
イ
シ
ャ
ッ
ト
族
の
古
称
）
の
伝
承
な
ど
を
取
り
上
げ
て
具
体
的
に
論
じ
、

あ
わ
せ
て
折
口
の
思
考
活
動
に
影
響
を
与
え
た
民
族
心
理
学
な
ど
の
諸
要
素
に
つ
い
て
も
触
れ

る
。第

三
章
「「
古
代
」
へ
の
歩
行
―
旅
と
学
問
」
で
は
、
民
俗
学
と
い
う
学
問
の
重
要
な
方
法

の
一
つ
で
あ
り
、
折
口
信
夫
の
学
問
形
成
に
も
深
い
影
響
を
与
え
た
と
見
ら
れ
る
、
折
口
自
身

の
「
旅
」
の
あ
り
よ
う
を
論
ず
る
。
具
体
的
に
は
、
折
口
個
人
の
旅
の
履
歴
と
学
問
的
な
成
果

と
を
重
ね
合
わ
せ
つ
つ
、『
古
代
研
究
』
成
立
以
前
の
旅
の
う
ち
、
特
に
大
正
九
年
（
一
九
二

〇
）
の
旅
を
取
り
上
げ
た
上
で
、「
せ
ん
ち
め
ん
た
る
」
と
い
う
一
見
否
定
的
な
情
動
が
折
口

の
学
問
的
情
熱
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
折
口
が
自
信
を
持
っ
て
使
っ
た
「
実

感
」
と
い
う
用
語
と
「
せ
ん
ち
め
ん
た
る
」
と
の
間
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の

学
問
的
な
方
法
が
見
え
て
く
る
と
説
く
。

第
四
章
「
折
口
信
夫
の
方
法
と
国
学
―
国
文
学
研
究
の
根
柢
」
で
は
、
折
口
の
学
問
の
根
幹
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に
あ
る
国
学
者
と
し
て
の
意
識
と
文
学
研
究
の
根
本
的
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
言
説
を
整

理
し
た
上
で
、
折
口
が
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
影
響
を
受
け
た
と
認
め
ら
れ
る
国
学
者
に
つ
い
て

取
り
上
げ
、
折
口
信
夫
の
学
問
形
成
の
あ
り
よ
う
を
検
討
す
る
。

第
五
章
「〈
万
葉
び
と
〉
論
―
折
口
信
夫
の
方
法
と
射
程
」
は
、
こ
れ
も
折
口
語
彙
と
し
て

知
ら
れ
た
「
万
葉
び
と
」
と
い
う
術
語
が
、
本
来
、
ど
の
よ
う
な
概
念
を
持
っ
て
い
た
の
か
を

確
認
し
、
そ
の
術
語
の
形
成
を
折
口
の
独
自
な
造
語
法
か
ら
検
証
す
る
と
と
も
に
、「
万
葉
び

と
」
と
い
う
術
語
を
措
置
す
る
こ
と
で
、
折
口
信
夫
が
文
学
研
究
の
射
程
を
ど
の
よ
う
に
意
図

し
た
か
を
論
ず
る
。
折
口
が
用
い
た
術
語
「
万
葉
び
と
」
の
初
出
は
、
大
正
四
、
五
年
頃
（
一

九
一
五
、
六
）
で
、
岩
野
泡
鳴
の
思
想
的
立
場
に
影
響
を
受
け
つ
つ
創
出
さ
れ
た
そ
れ
は
、
古

代
人
の
原
型
的
な
「
生
命
」
へ
の
思
い
に
一
体
化
す
る
た
め
の
方
法
的
概
念
で
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
単
に
古
代
と
い
う
時
空
に
留
ま
ら
な
い
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
た
め
の
憧
れ
と
し
て
の

「
異
郷
」
を
描
き
出
す
こ
と
ま
で
含
ん
だ
、
す
ぐ
れ
て
戦
略
的
な
文
学
研
究
の
射
程
を
も
つ
術

語
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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第
二
部
「
こ
と
ば
遊
び
の
民
俗
学
」
は
、「
こ
と
ば
遊
び
」
と
い
う
言
語
運
用
に
よ
る
文
化

を
検
討
す
る
部
で
、
こ
の
部
も
五
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
「
こ
と
ば
遊
び
研
究
の
現
状
と
課
題
―
こ
と
わ
ざ
・
な
ぞ
・
洒
落
の
宇
宙
」
は
、
ま

ず
、
こ
と
ば
の
民
俗
の
総
体
を
「
こ
と
ば
遊
び
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
位
置
づ
け
、
柳

田
國
男
以
来
、
日
本
民
俗
学
の
領
域
で
進
め
ら
れ
て
き
た
研
究
の
現
状
を
整
理
し
、
こ
と
ば
遊

び
の
具
体
的
内
容
を
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、
民
俗
行
事
な
ど
の
中
に
は
多
く
の
口
誦
句
が
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
口
誦
句
に
視
点
を
据
え
た
口
誦
民
俗
論
と
い
う
研
究
法
を
示
し
、
こ

れ
に
よ
る
今
後
の
こ
と
ば
遊
び
研
究
の
可
能
性
を
論
ず
る
。

第
二
章
「
こ
と
ば
遊
び
の
世
界
」
は
、
日
本
文
化
の
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
ば
遊
び
の
伝
統
に

つ
い
て
、
語
呂
合
わ
せ
、
む
だ
口
、
流
行
語
な
ど
身
近
に
生
き
て
き
た
こ
と
ば
の
伝
承
を
も
と

に
、
改
め
て
「
こ
と
ば
遊
び
」
の
定
義
を
行
っ
た
上
で
、
時
間
と
空
間
の
両
面
か
ら
具
体
的
に

正
月
言
葉
、
悪
口
、
悪
場
所
、
境
界
性
、
そ
の
担
い
手
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。

第
三
章
「
悪
口
雑
言
」
は
、
こ
と
ば
を
め
ぐ
る
民
俗
の
中
で
特
色
あ
る
位
置
を
し
め
て
い
る
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「
悪
口
雑
言
」
の
民
俗
を
取
り
上
げ
る
。
具
体
的
に
は
、
栃
木
県
足
利
市
に
伝
わ
る
大
晦
日
の

悪
態
祭
り
を
基
点
に
、
全
国
の
悪
口
雑
言
神
事
を
概
観
し
、
歴
史
的
に
悪
口
雑
言
の
民
俗
が
ど

の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
て
今
日
に
至
る
の
か
、
法
と
呪
術
の
は
ざ
ま
に
生
き
た
中
世
の
こ
と
ば

戦
い
の
様
相
や
古
代
の
歌
垣
に
お
け
る
こ
と
ば
争
い
に
つ
い
て
論
じ
、
日
本
の
伝
統
的
な
社
会

に
通
底
し
た
悪
口
雑
言
の
民
俗
の
特
色
に
つ
い
て
説
く
。

第
四
章
「
コ
の
話
か
ら
は
じ
ま
っ
て
―
柳
田
民
俗
学
と
こ
と
ば
」、
第
五
章
「
蚕
を
め
ぐ
る

精
神
誌
―
伝
承
素
と
し
て
の
こ
と
ば
」
は
、
日
本
の
こ
と
ば
の
伝
承
の
実
際
に
つ
い
て
、
山
形

県
や
福
島
県
、
長
野
県
な
ど
で
の
民
俗
採
訪
を
も
と
に
分
析
す
る
。
第
四
章
で
は
、
は
じ
め
に

コ
と
い
う
音
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
子
、
籠
、
蚕
、
海
鼠
な
ど
の
こ
と
ば
を
古
典
や
民
俗
事
例

か
ら
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
柳
田
國
男
の
言
語
認
識
と
対
比
さ
せ
て
検
討
す
る
。
第
五
章
で
は
、

第
四
章
を
踏
ま
え
て
、
古
来
日
本
人
が
衣
や
蚕
に
い
だ
い
て
き
た
信
仰
的
・
精
神
的
側
面
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。

第
三
部
「
万
葉
び
と
の
言
語
伝
承
文
化
論
」
で
は
、
万
葉
び
と
の
言
語
伝
承
の
生
成
と
動
態
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に
つ
い
て
の
論
考
を
ま
と
め
た
部
で
、
五
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
「
言
霊
の
信
仰
」
で
は
、『
万
葉
集
』
に
伝
わ
る
「
言
霊
」
の
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
、

そ
の
原
質
に
つ
い
て
、
原
型
的
な
こ
と
ば
の
信
仰
の
あ
り
方
を
考
え
、
つ
い
で
律
令
制
の
時
代

に
展
開
し
た
こ
と
ば
の
民
俗
の
様
相
と
、「
語
り
継
ぐ
」
時
代
か
ら
「
記
し
継
ぐ
」
時
代
に
展

開
す
る
万
葉
び
と
と
こ
と
ば
と
の
関
係
の
変
容
の
様
相
に
つ
い
て
論
ず
る
。

第
二
章
「
恋
と
呪
歌
」
は
、
万
葉
第
三
期
の
代
表
的
女
流
歌
人
の
一
人
、
大
伴
坂
上
郎
女
の

巻
四
の
五
二
七
番
歌
と
『
万
葉
集
』
巻
十
一
の
作
者
未
詳
二
六
四
〇
番
歌
と
の
比
較
を
も
と
に

し
て
、
両
者
に
共
通
す
る
同
音
反
復
と
い
う
表
現
技
法
に
注
目
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
と
ば
の

民
俗
の
、
文
学
の
創
造
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
巻
十
一
・
十
二
に
集
積

さ
れ
た
類
同
し
た
恋
歌
の
存
在
に
注
目
し
、
万
葉
び
と
の
生
活
に
お
け
る
歌
の
呪
術
的
な
機
能

と
、
恋
を
め
ぐ
る
心
意
と
の
関
わ
り
を
論
ず
る
。

第
三
章
「〈
伝
承
〉
の
基
層
に
あ
る
も
の
―
有
間
皇
子
異
聞
」
は
、
孝
徳
天
皇
の
皇
子
で
あ

り
な
が
ら
、
謀
反
の
疑
い
で
刑
死
し
た
有
間
皇
子
の
自
傷
歌
群
に
つ
い
て
、
そ
の
資
料
的
な
位
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置
を
見
定
め
、
そ
の
伝
承
が
中
世
的
に
変
容
さ
れ
な
が
ら
も
伝
承
さ
れ
て
い
く
過
程
を
検
討
す

る
。
そ
の
上
で
、〈
貴
種
流
離
〉
と
い
う
同
様
の
話
型
を
も
つ
説
経
「
愛
護
若
」
な
ど
と
比
較

し
、『
万
葉
集
』
巻
二
の
挽
歌
部
冒
頭
を
飾
る
本
歌
群
が
、
首
皇
子
（
の
ち
の
聖
武
天
皇
）
の

誕
生
か
ら
立
太
子
、
即
位
と
い
う
過
程
に
対
応
し
て
、
皇
位
継
承
の
悲
劇
の
皇
子
有
間
の
慰
霊

鎮
魂
の
意
図
を
も
っ
て
収
載
さ
れ
た
作
品
群
で
は
な
い
か
と
論
ず
る
。

第
四
章
「
雪
の
こ
と
ほ
ぎ
―
天
武
天
皇
と
藤
原
夫
人
の
唱
和
歌
」
は
、『
万
葉
集
』
巻
二
に

伝
わ
る
天
武
天
皇
と
藤
原
夫
人
の
唱
和
歌
（
巻
二
の
一
〇
三
・
一
〇
四
）
を
め
ぐ
っ
て
、
古
代

飛
鳥
の
風
土
を
文
献
上
の
記
述
と
民
俗
採
訪
の
成
果
を
も
と
に
環
境
的
に
再
確
認
し
な
が
ら
、

唱
和
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
歌
こ
と
ば
の
表
現
を
読
み
解
き
、
そ
れ
が
飛
鳥
浄
御
原
宮
の
安
泰
と

繁
栄
を
こ
と
ほ
い
だ
寿
歌
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
。

第
五
章
「
ふ
た
つ
の
大
君
讃
歌
―
人
麻
呂
と
雷
岳
」
は
、『
万
葉
集
』
巻
三
に
載
る
、
柿
本

人
麻
呂
の
「
雷
岳
の
歌
」（
二
三
五
番
歌
）
の
本
文
の
歌
と
異
伝
の
歌
の
表
現
と
発
想
を
め
ぐ

っ
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
当
該
歌
に
見
え
る
本
文
歌
と
左
注
歌
と
の
二
つ
の
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異
伝
の
表
現
や
発
想
の
異
同
に
注
意
し
な
が
ら
、
研
究
史
を
批
判
的
に
検
証
し
、
こ
の
二
つ
の

異
伝
の
差
異
を
表
現
レ
ベ
ル
か
ら
定
位
し
た
上
で
、
歌
わ
れ
た
時
代
の
環
境
の
中
で
作
品
の
表

現
の
差
を
読
み
解
き
、
こ
の
二
つ
の
大
君
讃
歌
が
共
に
、
持
統
朝
の
安
泰
や
天
武
皇
統
永
続
の

願
い
を
理
念
化
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
雷
神
制
圧
（
本
文
歌
）
お
よ
び
雷
神
慰
撫
（
左
注
歌
）
の
は

た
ら
き
を
持
っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
。

終
章
「
本
研
究
の
概
要
と
課
題
」
で
は
、
各
部
、
各
章
で
の
論
述
を
要
約
し
、
ま
と
め
る
と

と
も
に
、
今
後
の
研
究
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
研
究
課
題
と
し
て
は
、
折
口
信
夫
の
「
こ
と

ば
」
に
対
す
る
思
考
過
程
の
検
討
、
柳
田
國
男
の
言
語
認
識
の
方
法
に
つ
い
て
の
検
証
、
具
体

的
な
言
語
伝
承
文
化
に
つ
い
て
は
、
所
謂
「
民
俗
語
彙
」
と
呼
ば
れ
る
伝
承
語
に
つ
い
て
の
再

分
析
と
体
系
化
、
俳
諧
連
歌
に
お
け
る
言
語
伝
承
の
あ
り
よ
う
な
ど
を
あ
げ
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

伊
藤
高
雄
の
「
言
語
伝
承
文
化
論
」
は
、
折
口
信
夫
や
柳
田
國
男
に
よ
る
言
語
伝
承
論
、
あ

る
い
は
所
謂
「
民
俗
語
彙
」
と
い
う
伝
承
語
の
研
究
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
自
ら
の
実
地
調
査
の

成
果
も
含
め
て
、
日
本
に
お
け
る
言
語
伝
承
の
実
相
と
、
そ
の
特
質
を
民
俗
学
的
に
明
ら
か
に

し
よ
う
と
し
た
論
文
で
あ
る
。

論
文
は
、
序
章
「
言
語
伝
承
文
化
論
」
の
内
容
と
目
的
、
第
一
部
折
口
信
夫
の
方
法
（
全
五

章
）、
第
二
部
こ
と
ば
遊
び
の
民
俗
学
（
全
五
章
）、
第
三
部
万
葉
び
と
の
言
語
伝
承
文
化
論

（
全
五
章
）、
終
章
本
研
究
の
概
要
と
課
題
と
い
う
構
成
を
も
つ
。
こ
の
構
成
か
ら
も
う
か
が

え
る
よ
う
に
、
こ
の
研
究
は
、
言
語
伝
承
文
化
研
究
に
関
す
る
折
口
信
夫
ら
の
方
法
論
の
研
究
、

諺
・
謎
・
洒
落
な
ど
実
際
の
こ
と
ば
遊
び
伝
承
か
ら
の
研
究
、『
万
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
た
歌

か
ら
の
研
究
と
い
う
枠
組
み
を
も
ち
、
言
語
伝
承
文
化
を
通
時
代
的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
。「
言
語
伝
承
」
と
い
う
用
語
は
、
折
口
信
夫
に
よ
る
民
俗
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伝
承
の
分
類
の
一
つ
と
し
て
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
こ
と
か

ら
伊
藤
が
折
口
の
言
語
伝
承
論
を
重
視
す
る
の
は
、
首
肯
で
き
る
。

折
口
の
言
語
伝
承
に
関
す
る
研
究
の
検
証
か
ら
は
、
折
口
の
言
語
認
識
の
方
向
性
に
は
、

「
こ
と
ば
」
の
発
生
の
現
場
に
迫
ろ
う
と
す
る
遡
源
的
・
発
生
論
的
視
点
と
語
義
論
的
視
点
の

二
つ
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
同
音
異
義
語
と
民
間
語
源
解
（
フ
ォ
ー
ク
・
エ
チ
モ
ロ
ジ
ー
）
か

ら
の
語
源
研
究
、
類
語
や
反
対
語
と
の
比
較
研
究
、
比
喩
表
現
の
意
味
研
究
な
ど
い
く
つ
か
の

研
究
に
分
け
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
折
口
の
言
語
伝
承
論
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
従
来
の
研
究

で
は
卒
業
論
文
で
も
あ
る
「
言
語
情
調
論
」
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
伊
藤
の
論
文
に
よ
っ
て
、

こ
れ
が
拡
大
さ
れ
た
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
伊
藤
は
こ
う
し
た
折
口
の
言
語
伝
承
に
関
す
る

視
点
と
研
究
方
法
を
援
用
し
、『
万
葉
集
』
巻
十
六
・
三
八
〇
七
番
歌
の
安
積
香
山
の
歌
と
そ

の
後
の
『
大
和
物
語
』
の
説
話
な
ど
を
関
連
づ
け
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
歌
表
現
に
あ
る
「
ア

サ
」「
カ
ゲ
」
と
い
う
こ
と
ば
の
果
た
す
役
割
を
見
い
だ
し
、
伝
承
さ
れ
る
「
こ
と
ば
」
に

は
、
時
と
場
の
制
約
を
受
け
な
が
ら
も
後
世
に
引
き
継
が
れ
る
言
語
表
現
の
「
伝
承
素
」
と
も
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い
え
る
「
こ
と
ば
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
が
言
語
伝
承
の
特
質
の
一
つ
で
あ

り
、
こ
こ
か
ら
「
こ
と
ば
」
の
伝
承
と
創
造
の
仕
組
み
が
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

今
後
、
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
と
な
る
、
意
味
の
あ
る
重
要
な
指
摘
と
い
え
よ
う
。

こ
の
論
文
で
は
折
口
に
よ
る
「
ま
れ
び
と
」「
万
葉
び
と
」
と
い
う
術
語
の
形
成
過
程
と
こ

の
術
語
が
も
つ
意
味
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
ま
れ
び
と
」「
ほ
か
ひ
び
と
」

の
論
理
形
成
と
台
湾
原
住
民
族
文
化
と
の
関
係
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、「
万
葉
び
と
」
と

い
う
語
は
、
自
ら
が
対
象
と
同
一
化
し
て
作
者
の
感
情
生
活
を
追
体
験
す
る
と
い
う
、
す
ぐ
れ

て
方
法
的
な
術
語
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
伊
藤
論
文
で
は

折
口
の
言
語
伝
承
論
に
奥
行
き
を
与
え
る
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
伊
藤
論
文
を
敷
衍
す
れ
ば
、

こ
う
し
た
術
語
の
形
成
に
は
、
折
口
の
遡
源
的
・
発
生
論
的
な
言
語
認
識
が
深
く
か
か
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

言
語
行
為
を
取
り
上
げ
た
論
述
は
「
こ
と
ば
遊
び
」
と
い
う
括
り
で
示
さ
れ
て
い
る
。
言
語

伝
承
文
化
に
は
、
言
語
行
為
が
存
在
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
伊
藤
論
文
で
は
諺
、
謎
、
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洒
落
、
語
呂
合
わ
せ
、
無
駄
口
、
流
行
語
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
特
に
注

目
さ
れ
る
の
が
、
第
二
部
に
あ
る
「
悪
口
」
と
い
う
行
為
と
そ
の
「
こ
と
ば
」
に
つ
い
て
の
分

析
と
、
第
三
部
に
あ
る
同
音
反
復
と
い
う
「
こ
と
ば
」
の
技
法
に
つ
い
て
の
論
述
で
あ
る
。

「
悪
口
雑
言
」
に
つ
い
て
は
、
栃
木
県
足
利
市
の
最
勝
寺
（
毘
沙
門
様
）
の
悪
態
市
を
は
じ

め
、
全
国
各
地
の
悪
口
雑
言
を
と
も
な
う
祭
り
を
概
観
し
、
こ
う
し
た
祭
り
は
ほ
ぼ
全
国
的
に

存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
特
色
は
特
定
の
「
ト
キ
」（
時
）
に
限
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、「
悪
口
雑
言
」
と
い
う
言
語
に
よ
る
伝
承
文
化
は
、
中

世
の
軍
記
物
に
も
見
ら
れ
、
こ
れ
を
「
詞
だ
た
か
ひ
」
と
い
い
、
ま
た
中
世
末
に
は
「
城
は
や

し
」「
言
葉
戦
い
」
と
い
う
用
語
も
存
在
す
る
こ
と
を
史
料
も
あ
げ
て
分
析
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
古
代
の
悪
口
雑
言
に
目
を
向
け
、『
万
葉
集
』
巻
十
六
に
あ
る
掛
け
合
い
的
な
悪

口
な
ど
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
言
語
行
為
は
通
時
代
的
に
存
在
す
る
傾
向
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

同
音
反
復
と
い
う
「
こ
と
ば
」
の
技
法
は
、『
万
葉
集
』
巻
十
一
、
十
二
の
恋
歌
か
ら
の
問

─ １４ ─



題
提
起
で
、
二
六
四
〇
番
歌
の
「
来
」
と
「
来
ず
」
の
よ
う
な
同
語
同
音
反
復
な
ど
に
つ
い
て
、

類
例
を
あ
げ
て
の
分
析
を
踏
ま
え
、
こ
う
し
た
技
法
は
民
俗
文
化
の
中
で
培
わ
れ
た
も
の
で
、

文
学
以
前
の
呪
的
機
能
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
し
て
歌
の
な
か

で
の
同
音
反
復
は
、
歌
が
訴
え
る
機
能
を
増
幅
さ
せ
る
技
法
で
、
呪
歌
の
場
合
は
そ
の
呪
力
を

増
幅
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。

こ
の
よ
う
に
本
論
文
に
は
、
言
語
に
よ
る
伝
承
文
化
、
あ
る
い
は
言
語
伝
承
と
い
う
文
化
継

承
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
、
重
要
な
指
摘
が
い
く
つ
も
あ
る
も
の
の
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
折

口
の
言
語
認
識
と
折
口
に
よ
る
術
語
と
の
関
係
性
、「
悪
口
雑
言
」
と
い
う
言
語
行
為
と
そ
の

「
こ
と
ば
」
へ
の
分
析
な
ど
は
、
十
分
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
論
文
標
題
で
も
あ
る
「
言
語

伝
承
文
化
」
の
文
化
総
体
で
の
位
置
づ
け
や
、
文
化
継
承
の
方
法
で
あ
る
「
伝
承
」
と
い
う
行

為
の
意
味
づ
け
な
ど
は
今
後
の
課
題
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
論
文
に
は
こ
う
し
た
論
述
の
不
十
分
さ
が
あ
る
が
、
記
載
文
芸
と
口
承
と
し
て
の
言
語
伝

承
を
積
極
的
に
関
連
づ
け
な
が
ら
、
言
語
伝
承
文
化
の
実
相
と
通
時
代
性
の
一
面
を
明
ら
か
に
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し
て
い
る
。
ま
た
、
残
さ
れ
た
課
題
か
ら
は
、
こ
の
分
野
の
研
究
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
可
能

性
を
も
つ
。
よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
伊
藤
高
雄
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ

る
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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